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金属工作機械は中国向けなどが不振で、昨年
１１月より６ヵ月連続して前年比マイナスで推
移している。金型は３ヵ月連続して前年比プラ
スとなり、回復の兆しがある。また、自動車メ
ーカーの現地調達拡大に対応するため、東南ア
ジアなどへの海外進出に踏み切るメーカーも出
ている。
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県内の新設住宅着工は昨年９月以降８ヵ月連
続してプラス。住宅ローン減税の４年間延長な
どにより、今後も新規住宅着工戸数の増勢が見
込まれる。構造用集成材は輸入材の手当てが増
え、国産材は供給過剰が解消せず弱含み。
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主力のピアノは、生産台数、販売台数ともに
前年実績を下回った。電気・電子ピアノは引き
続き減産体制。電子オルガンは、内需・輸出と
も販売回復。電子キーボードは、生産台数が久
しぶりに前年実績を上回った。

春季の伊豆地域の宿泊客数は、地域による差

はあるものの概ね前年並みか前年を上回って推

移している模様。また、ＧＷも宿泊客、観光客

とも概ね前年並みかそれ以上の好調な集客にな

ったとみられる。

県内の水産缶の生産量は全体として増加に転
じるも、原料となるマグロ・カツオ類の価格高
騰が継続、メーカーは製品値上げ等に取り組ん
でいる。その他、農畜産缶の生産は増加、飲料
缶類は夏季を控え生産量は増加しているが、前
年比では減少が続いている。

主要漁港全体の水揚量は前年比３．４％
減。うち焼津港の水揚量は、主要魚種である
カツオ類はマグロ類、サバ類の減少が影響し
全体では前年比８．２％減。全体の平均魚
価はマグロ類、カツオ類の上昇により前年比
５．８％上昇した。

県内メーカーが生産する再生紙物トイレット

ペーパーの価格はやや上昇基調に転じているが、

輸入品との競合や原燃料価格の上昇懸念もあり

経営環境は厳しい。段ボール原紙も需要は横ば

いで、円安による輸出増の影響は限定的とみら

れる。

１３年５月を中心とした県内経済は、輸出に回復の兆しがみ

えているほか、企業の生産活動にも持ち直しの動きがみられる。

雇用・所得環境は依然厳しいものの改善傾向にあり、個人消費

には一部持ち直しがみられる。このように県内経済には、持ち

直しの動きがみられる。
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遠州地域の二輪車生産台数は、欧米を中心に
需要が低迷。特に輸出向けは１２ヵ月連続の前
年割れ。自動車部品の生産金額（県内）は、エ
コカー補助金の終了により８ヵ月連続のマイナ
ス。県内部品メーカーには、東南アジアでの生
産体制強化の動きが活発。
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《産業別天気マークの推移》
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